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～いざや～
校長 飯塚 勝

「迷ったら原点に返れ」という言葉があります。管理職になって以降、折に触れて思い浮かべる言
葉です。原点は言うまでもなく生徒本位でしょうが、本校に赴任して以降、東高の原点として校歌を
念頭に置くことが多いです。本校初代校長諏訪秀富先生の作詞による校歌には、「東高をこんな
学校にしたい」という原点となる想いが詰まっていると感じているからです。

より高い学びのステージへ

「ともがら」との切磋琢磨

いざや 進まん

いざや 磨かん

いざや 謳はん

（校歌１番）

（校歌２番）

（校歌３番）
県総体に向け士気を高めるために制
作したＴシャツにも、校歌の一節を入
れました。書道部員が躍動感のある、
いい文字を書いてくれました。
生徒会誌『東雲』創刊号の諏訪校長
による巻頭言の題は「道」。詩人高村
光太郎の『道程』の「僕の前に道はな
い 僕の後ろに道はできる」を引用し
「元気を出して我が道を歩もうではない
か。」と結ばれています。
夏に向け、「いざや（さぁ）！」元気を
出して進んでいきましょう。

２０１５県総体に向けて 松江東応援Ｔシャツ

・校歌２番 ・題字は書道部員

今年度の中学校での高校説明会では、
「来たれ！輩（ともがら）よ！」をキーワー
ドに、左の図で中学生に松江東高校を
伝えました。
勉強に部活に、仲間と心の通った切
磋琢磨を行って互いに高め合い、楽し
い学校行事を含めて高校生活をみんな
で謳歌する。
そんな充実した高校生活から自分の
進路を考え、普通高校として、より高い
学びのステージへと進んでいく。
それが、東高の原点となる姿であろう
と思っています。

東雲祭の分団決めも終わり、この夏休みから執行部、３年
生を中心に準備が始まります。皆さまのお越しをお待ちして
います！

赤組：12,16,21,23,33,34Ｒ
青組：11,13,22,25,31,36Ｒ
黄組：14,15,24,26,32,35Ｒ

２０１５年 東雲祭テーマ決定 「精神一東 ～今、東の心を一つに～」
９／３（木）文化の部１日目 ９／４（金） 文化の部２日目 ９／５（土）体育の部



得点による学校対抗戦（Ａグループ）では男子８
位、女子１５位、総合１２位という結果でした。しかし、
個別にはアーチェリー、ボート、バスケットボールの
各部が全国への切符を手に入れる大活躍を見せ
てくれました。また、中国大会での好成績をふまえ
て陸上競技部の前島瑠華さんが100M種目で全国
行きを決定。また、水泳部も横川晶さんが中国大
会で入賞し、100Ｍ種目と200Ｍ種目で全国への出
場を決めました。

5月18日（月）に体育館で行われた壮行式。
生徒会長、校長先生からそれぞれ激励の言
葉がおくられ、各部代表者が決意表明をしま
した。

※主な成績を抜粋

陸上競技部男子 三段跳：第２位
〃 女子 100 Ｍ：第１位

200 Ｍ：第１位
サッカー部男子 ２回戦
テニス部男子 団体戦：１回戦

個人戦：Ｓ２回戦
Ｄベスト８

〃 女子 団体戦：１回戦
個人戦：Ｓ２回戦

Ｄ１回戦
ハンドボール部男子 １回戦

〃 女子 １回戦
アーチェリー部男子 団体戦：第２位

個人戦：第２位・第６位
〃 女子 団体戦：優勝

個人戦：第１位・第２位
第３位

ソフトテニス部男子 団体戦：ベスト８
個人戦：３回戦

〃 女子 団体戦：２回戦
個人戦：３回戦

平成27年度 県総体振り返り…
魅せた高校部活動の集大成！

5月29日から6月6日まで開催された島根県高校総合体
育大会。本校の各運動部もキャプテンや３年生を中心に
最後まで力を振り絞りました。

壮
行
式

6月8日（月）の１限目の報告会。各部キャプ
テンから結果が報告されました。どの部も練習
に打ち込んだ情熱、周囲への感謝、後輩への
思いなどを伝えてくれました。部活動の素晴ら
しさをみんなで分かち合えた時間となりました。

報
告
会

バスケットボール部男子 優勝
〃 女子 ベスト８

バレーボール部女子 ２回戦
バドミントン部女子 団体戦：１回戦

個人戦：Ｓベスト32
Ｄベスト32

卓球部男子 団体戦：ベスト８
個人戦：Ｓベスト64

〃 女子 団体戦：２回戦
個人戦：Ｓベスト64

Ｄベスト32
剣道部男子 団体戦：ベスト８

個人戦：３位
ベスト32

〃 女子 団体戦：ベスト８
個人戦：ベスト16

ベスト32
弓道部男子 団体戦：第８位

個人戦：３回戦
〃 女子 団体戦：第８位

個人戦：３回戦
水泳部男子 50Ｍ自由形：第２位

100Ｍ自由形：第４位
100Ｍ背泳ぎ：第１位
200Ｍ背泳ぎ：第１位
200Ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ：第５位
400Ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ：第３位

ボート部男子 舵手付きクォドルプル：優勝
シングルスカルＡ ：予選
シングルスカルＢ ：５位

〃 女子 舵手付きクォドルプル：優勝

県総体結果一覧

全国総体出場！



っいろんな部が

総体での運動部の活躍の他にも、本校のいろいろな部活動が頑
張っています。まず、文化部では吹奏楽部と弦楽部です。吹奏楽部
は５月３日、松江プラバホールで第22回定期演奏会を行いました。
テーマは第22回にちなんでＶサインの「ピース」。日本フィルハー
モニー交響楽団首席クラリネット奏者の伊藤寛隆氏のゲスト出演も
あり、舞台も大いに盛り上がりました。現在、吹奏楽部は８月２日
のコンクールをめざして猛練習中です。

次に文化創造部。文化創造部の放送部門は６月１１・１２日に行
われた県大会を勝ち抜いて、朗読・アナウンス・番組制作３部門で
ＮＨＫ杯全国放送コンテスト全国大会への出場権を勝ちとりました。
７月２１～２３日に東京で開催された全国大会では、いずれの部門
も準々決勝で敗れてしまいましたが、今年も伝統の強さを発揮した
放送部門でした。

弦楽部は７月１２日に同じくプラバホールで第10回記念定期演奏
会を開催しました。平成15年度にうまれた新しい部活動ですが、ほ
とんどが初心者から始めたとは思えない癒しの音色で聴衆を魅了し
ました。

ほかにも、美術、書道、合唱、自然科学、ＪＲＣ、ＥＳＳなどの部が講習会や研修会に参加した
り、学園祭や秋季コンクールに向けて準備を進めています。また、部活動ではありませんが、６月
１９日に平田高校で開かれた国際教育英語弁論大会島根県大会では本校から出場した２名がともに
入賞するという好成績をあげました。

最後に野球部です。夏の高校野球県大会。公式プログラムの表紙は美術部の大塚友貴さんが描き
ました。初戦は７月１９日、松江市営球場で出雲北陵高校に４対２で勝利。雨あがりのグランドで
校歌を歌いました。３回戦は残念ながら飯南高校に敗れましたが、あきらめずに最後まで全力で戦
いました。選手の皆さん、感動をありがとう。

小泉菜々佳 ＢＳＳ山陰放送賞
永野朋華 財団法人しまね国際センター理事長賞

こ ん な こ と

４月３０日防災避難訓練

６月９日文化講演会 ７月６日芸術鑑賞

７月２日球技大会

１学期に ありました



8月
2日 吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ県大会
17日 夏期講座（～21）
21日 １・２年全統実テ

３年全統Ｍ（～22）
24日 始業式

東雲祭準備開始

9月
3日 東雲祭（～5）
7日 代休
9日 ETC
12日 ３年全統記述
15日 １年校内実テ
18日 試験発表

３年進研Ｍ（～19）
29日 中間試験（～10/3）

10月
3日 ＰＴＡ研修旅行
6日 生徒会長選挙公示
7日 ２年生研修旅行（～9）

11日 英検一次
16日 ３年進研記述（～17）
17日 土曜講座
21日 ETC

立会演説会
生徒会長選挙

24日 ３年全統記述
26日 ３年保護者面談（～30）
27日 ３年全統Ｍ（～29）
31日 土曜講座

島根県立松江東高等学校
〒690-0823 島根県松江市西川津町510番地
TEL: 0852-27-3700(代表) FAX: 0852-27-3703
HPアドレス http://www.matsuehigashi.ed.jp/

学校だより「EAST NEWS」(カラー版)はホームページ
にも掲載しています。バックナンバーもありますので、
ぜひご覧ください!!

行事予定

編集・発行 松江東高校総務部

１年生 総合学習
「宇宙に理想の社会を創ろう！」

総合的な学習の時間に課題解決型の学習を行って
います。「生徒が主体的に課題を発見し、課題解決
への道筋を探る過程で能動的に考える力と広い視野
を身につける」ことを目的に、宇宙航空研究開発機
構（JAXA）と交流のある島根大学教育学部の百合田
真樹人先生とそのゼミ生の協力のもとで実施してい
るプロジェクトです。生徒にとって大学生と触れ合
う貴重な時間でもあります。５月からはじまり、学
園祭で最終発表を行うこの取り組み。今年はどんな
プロジェクトが提案されるのか楽しみです。

２年生 「東京研修」に向け
準備に奮闘！

東高キャリア教育の大型プロジェク
ト「東京研修」。今年度からの取り組
みで、生徒も教員も手探りで準備を進
めています。２日目のグループ自主研
修の訪問先にアポイントメントを生徒
たち自らがとっています。まさにコン
ピテンシー（心理的・社会的資源の活
用能力）が試される正念場を迎えてい
ます。電話でおそるおそるお願いをす
る姿は大人と同じ。いい勉強をしてい
ます。
７月３日には社会人講話で隠岐國学

習センターの豊田庄吾先生のお話を聴
き、「地域や社会ではどんな人材が求
められるか？」という問いを考えまし
た。また、７月の１４日に文系が、１
６日に理系が、地元で活躍中の企業・
団体（27事業所）を訪問し、様々な職
種や働き方を体験しました。さらに、
７月１６日と２２日には島根大学教育
学部に留学中のヴァージニア・コモン
ウェルス大学学生との交流を行いまし
た。こうした地域社会や世界を知り、
その中で自分がどう生きるかを考える
学習は「自分らしいライフデザインの
実現をめざす生徒」たちの基盤となる
ものです。

その他
７月２１日、１・２年生を対象に「大学の先生に

よる出張講義」が開講されました。学問に対する知
的興味・関心を高め、今後の進路選択の参考にする
ことを目的としたもので、15の大学・専門学校から
先生をお招きし、18講座が実施されました。生徒は、
その中から希望する２講座を受講しました。
また、この他にも津田塾大学学芸学部英文学科教

授の村上健先生による特別講座（７月）や松江市内
の県立普通校３校が協同で主催している「看護学志
望者セミナー」（６月）に多くの希望者が参加しま
した。

理想の社会を創ろう

出張講義

企業訪問


